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項 目 要   約 

１．研究開発の概要 

 

次世代再処理の耐硝酸性機器用に開発した超高純度 EHP 合金素材の実

用化のため、実用機器の製造技術を確立して、実環境模擬の放射線場試験

を含む耐久性評価試験等を実施し、再処理機器に要求される閉じ込め機能

や耐震性上の優位性を評価する技術開発であり、これらの成果を元に規格

化・基準化をも目指す。 

 

２．総合評価 ・次世代再処理合金素材 EHP の実用化のため、主要な部材の試作・評価及

び異材継手を含めた溶接施工性試験を行うとともに、実環境模擬の放射線照

射場試験及び耐久性評価試験を行い、既存材料に対する優位性を評価し、

実用化に対する見通しを得たものであり、極めて優れた成果が挙げられてい

る。 

Ｓ）極めて優れた成果を挙げ、今後の展開が大いに期待できる。 

Ａ）優れた成果を挙げ、今後の展開が期待できる。 

Ｂ）成果の一部は得られてないが、他は相応の成果を挙げている。 

Ｃ）成果の多くが得られておらず、一部についてのみ相応の成果を挙げている。 

Ｄ）成果がほとんど挙げられていない。 
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